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馬
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八
智

夫
逝
き
て
過
ぎ
こ
し
月
日
の
長
か
り
し
面
影
も
い
つ
か
う
す
れ
行
く
な
り
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目
黒　

富
子

婆
ち
ゃ
ん
何
才
う
さ
ぎ
年
七
度
え
ー
初
め
て
だ
お
口
あ
ん
ぐ
り
お
目
々
ま
ん
丸
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関
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登
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子

晩
秋
の
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に
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き
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銀い

ち
ょ
う杏
の
木
ぎ
ん
な
ん
拾
ひ
合
ふ
は
思
ひ
出

�
立
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奏
音

ぐ
る
ぐ
る
と
無
重
力
の
や
ふ
息こ
子
の
寝
相
夢
に
見
つ
つ
か
宇
宙
飛
行
士
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新
国
由
紀
子

そ
の
時
は
気
付
か
ず
母
に
接
す
れ
ど
今
亡
く
折
に
触
れ
て
思
ふ
も
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渡
部
ヨ
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伝
承
の
郷
土
料
理
に
挑
戦
の
中
学
生
は
手
際
の
良
き
し
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新
国　

洋
子
（
遺　

作
）

こ
ぶ
し
苑
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
我
に
来
て
ス
タ
ッ
フ
等
み
な
明
る
く
や
さ
し

町
民
文
芸

只
見
短
歌
会　
令
和
五
年
十
二
月
詠
草

只
見
俳
句
会　
十
二
月
定
例
会	

日
高
俊
平
太　

指
導
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礼　

小
雪
や
畑
へ
戻
す
野
菜
屑

尻
も
ち
の
な
か
な
か
立
て
ぬ
牛
蒡
堀
り
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一　

穂

霜
焼
や
第
一
号
は
足
の
指

七
五
三
終
え
て
長
髪
バ
ッ
サ
リ
と
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修　

一

夕
餉
ど
き
間
引
き
人
参
か
じ
り
お
り

信
号
の
向
こ
う
の
山
や
秋
夕
焼
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都　

山
里
の
色
変
え
ぬ
松
凛
と
し
て

切
れ
そ
う
で
切
れ
ぬ
電
話
秋
の
雨
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味
代
子

外
套
の
身
の
丈
あ
わ
ず
八
十
路
入
る

出
棺
や
黒
衣
の
雪
の
白
き
こ
と
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真
理
子

愛
で
し
山
霧
が
幕
引
き
冬
に
入
る

銀
杏
黄
葉
路
上
に
積
り
轍
か
な
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熟
れ
し
茱
萸
幼
き
友
の
頬
浮
か
ぶ

山
門
の
結
界
に
入
る
苔
添
水
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信　

ブ
ギ
ウ
ギ
に
心
う
き
う
き
年
忘
れ

整
然
と
将
棋
倒
し
の
枯
野
か
な
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